
『詩
人
主
客
圖
』
の
制
作
背
景
に
つ
い
て

秋

谷

幸

治

1
、
は
じ
め
に

　
晩
唐
に
は
、
科
畢
受
験
の
手
引
き
書
と
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
詩
論
書
や
、
句
圖
と
呼
ば
れ
る
摘
句
集
が
多
く
編
ま
れ
た
。
本
論
は
張
爲
の

編
に

よ
る
『
詩
人
主
客
圖
』
と
い
う
ユ
ニ
ー
ク
な
句
圓
に
つ
い
て
論
じ
た
い
。

　
『
詩
人
主
客
圖
』
は
中
晩
唐
の
八
＋
四
人
の
摘
句
を
集
め
た
句
圖
で
あ
る
。
こ
の
句
圖
の
最
大
の
特
徴
は
、
摘
句
を
牧
録
す
る
だ
け
で
は

な
く
、
各
詩
人
を
⊥
ハ
つ
の
流
派
に
分
け
、
五
つ
の
層
に
序
列
化
し
て
い
る
と
こ
ろ
に
あ
る
。
こ
こ
か
ら
『
詩
人
主
客
圓
』
は
、
中
國
文
學
批

評
史
に
お
い
て
注
目
を
浴
び
て
き
た
。
し
か
し
流
派
の
分
け
方
、
序
列
の
仕
方
、
摘
句
の
選
出
の
あ
り
方
な
ど
に
つ
い
て
は
、
後
世
の
人
々

か

ら
、
嚴
し
い
批
判
を
受
け
て
き
た
。
本
論
で
は
、
張
爲
が
い
か
な
る
背
景
の
も
と
に
『
詩
人
圭
客
圖
』
を
制
作
を
し
た
の
か
、
さ
ら
に
は

批
判

さ
れ
な
が
ら
も
讃
ま
れ
績
け
た
理
由
は
何
で
あ
っ
た
の
か
を
検
討
し
た
い
。

（71）



m
、
『
詩
人
主
客
圖
』
と
は

　
①

『詩
人
主
客
圏
』
の
構
成

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
ま
ず
こ
こ
で
は
’
『
唐
詩
紀
事
』
春
⊥
ハ
十
五
牧
録
の
『
詩
人
主
客
圖
』
の
序
の
原
文
を
孝
げ
て
み
よ
う
。
各
流
派
の
別
を
段
落
に
分
け
て

記
す
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

　
　
⑥
若
圭
人
門
下
虚
其
客
者
、
以
法
度
一
則
也
。

　
　
①
以

白
居
易
爲
廣
大
教
化
主
。
上
入
室
、
楊
乗
。
入
室
、
張
砧
、
羊
士
誇
、
元
積
。
升
堂
、
盧
全
、
顧
況
、
況
亜
之
。
及
門
、
費
冠
卿
、

　
　
　
皇
甫
松
、
段
尭
藩
、
施
肩
吾
、
周
元
範
、
碗
元
膚
、
徐
凝
、
朱
可
名
、
陳
標
、
童
翰
卿
。

　
　
②
以
孟
雲
卿
爲
高
古
奥
逸
主
。
上
入
室
、
章
雁
物
。
入
室
、
李
賀
、
杜
牧
、
李
除
、
劉
猛
、
李
渉
、
胡
幽
貞
。
升
堂
、
李
観
、
頁
馳
、

　
　
　
李
宣
古
、
曹
鄭
、
劉
駕
、
孟
遅
。
及
門
、
陳
潤
、
章
楚
老
。

　
　
③
以
李
盆

爲
清
奇
雅
正
主
。
上
入
室
、
蘇
郁
。
入
室
、
劉
敗
、
僧
清
塞
、
盧
休
、
干
鵠
、
楊
洵
美
、
張
籍
、
楊
巨
源
、
楊
敬
之
、
櫓
無

　
　
　
可
、
銚
合
。
升
堂
、
方
干
、
馬
戴
、
任
蕃
、
買
島
、
属
玄
、
項
斯
、
蒔
壽
。
及
門
、
僧
良
又
、
藩
威
、
干
武
陵
、
蒼
雄
、
衛
準
、
僧

　
　
　
志
定
、
愉
見
、
朱
慶
鯨
。

　
　
④
以
孟
郊
爲
清
奇
僻
苦
主
。
上
入
室
、
陳
陶
、
周
朴
o
及
門
、
劉
得
仁
、
李
漠
。

　
　
⑤
以
飽
溶
爲
博
容
宏
抜
主
。
上
入
室
、
李
群
玉
。
入
室
、
司
馬
退
之
、
張
爲
。

　
　
⑥
以

武
元
衡
爲
塊
奇
美
麗
主
。
上
入
室
、
劉
萬
錫
、
入
室
、
趙
蝦
、
長
孫
佐
輔
、
曹
唐
。
升
堂
、
盧
頻
、
陳
羽
、
許
渾
、
張
董
遠
。
及

　
　
　
門
、
張
陵
、
章
孝
標
、
雍
陶
、
周
詐
、
衰
不
約
。

中
晩
唐
の
八
十
四
人
の
詩
人
が
「
廣
大
教
化
」
「
高
古
奥
逸
」
「
清
奇
雅
正
」
「
清
奇
僻
苦
」
「
博
容
宏
抜
」
「
塊
奇
美
麗
」
と
い
う
⊥
ハ
つ
の
流
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派
に

分
類
さ
れ
、
「
主
」
「
上
入
室
」
「
入
室
」
「
升
堂
」
「
及
門
」
の
五
つ
の
層
に
序
列
化
さ
れ
て
い
る
。
周
知
の
通
り
、
「
入
室
」
や
「
升

堂
」
と
い
う
の
は
、
「
由
や
堂
に
升
れ
り
、
未
だ
室
に
入
ら
ざ
る
な
り
（
由
也
升
堂
　
、
未
入
於
室
也
）
」
（
『
論
語
』
先
進
篇
）
と
い
う
よ
う

に

孔
子
が

弟
子
た
ち
を
評
し
た
際
に
用
い
た
言
葉
で
あ
り
、
そ
の
後
、
「
如
し
孔
氏
の
門
賦
を
用
ひ
る
や
、
則
ち
買
誼
は
堂
に
升
り
、
相
如

は

室
に

入

る
（
如
孔
氏
之
門
用
賦
也
、
則
頁
誼
升
堂
、
相
如
入
室
　
）
」
（
『
法
言
』
吾
子
篇
）
等
の
よ
う
に
文
藝
批
評
に
お
い
て
も
用
い
ら

　
　
　
　
　
　
　
す
ニ

れ

る
よ
う
に
な
っ
た
。
す
な
わ
ち
『
詩
人
主
客
圖
』
は
、
孔
子
と
弟
子
と
の
關
係
に
見
立
て
て
、
各
流
派
の
詩
人
た
ち
を
序
列
化
し
て
い
る

の

で
あ
る
。

　
②

『詩
人
主
客
圖
』
に
封
す
る
評
債

　
『
詩
人
圭
客
圖
』
は
、
非
常
に
ユ
ニ
ー
ク
な
句
圓
で
あ
る
が
、
そ
の
内
容
に
つ
い
て
は
嚴
し
い
批
判
を
受
け
て
き
た
。
例
え
ば
南
宋
の
陳

振
孫
は

「
要

皆

な
未
だ
然
ら
ざ
る
者
有
り
（
要
皆
有
未
然
者
）
」
（
『
直
齋
書
録
解
題
』
巻
二
二
）
と
述
べ
、
要
領
を
得
て
い
な
い
と
指
摘
す
る
。

明
の
胡
震
亨
は
「
妄
り
に
流
派
を
分
か
ち
、
謬
僻
尤
も
甚
だ
し
（
妄
分
流
派
、
謬
僻
尤
甚
）
」
（
『
唐
音
癸
籔
』
巻
三
十
二
）
と
述
べ
、
流
派

の
分
け
方
が
適
切
で
は
な
い
と
指
摘
す
る
。
明
の
胡
雁
麟
は
「
張
爲
の
主
客
圖
は
、
義
例
は
迂
僻
、
良
に
噴
飯
に
堪
へ
た
り
（
張
爲
主
客
圓
、

義
例
迂
僻
、
良
堪
噴
飯
）
」
（
『
詩
藪
』
外
篇
巻
三
）
と
述
べ
、
清
の
李
調
元
も
「
即
ち
引
く
所
の
諸
人
の
詩
は
、
亦
た
其
の
集
中
の
傑
出
な

る
者
に
非
ず
（
即
所
引
諸
人
之
詩
、
亦
非
其
集
中
之
傑
出
者
）
」
（
『
函
海
』
所
牧
、
李
元
調
『
詩
人
主
客
圓
』
序
）
と
述
べ
、
摘
句
の
選
出

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヨ
　

が
妥
富
で
は
な
い
と
指
摘
す
る
。

　
こ
の
よ
う
に
『
詩
人
主
客
圖
』
は
、
後
世
の
人
々
に
よ
っ
て
様
々
な
角
度
か
ら
嚴
し
く
批
到
さ
れ
績
け
て
き
た
。
あ
ま
り
に
理
解
し
難
い

内
容
で
あ
っ
た
か
ら
か
、
清
の
李
懐
民
は
『
詩
人
主
客
圖
』
を
改
編
し
て
、
張
籍
を
「
清
眞
雅
正
」
の
「
主
」
に
、
頁
島
を
「
清
眞
僻
苦
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ユ

の

「
主
」
に
す
え
、
『
重
訂
中
晩
唐
詩
主
客
圖
』
を
制
作
し
て
い
る
。
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＊

　
で
は

試
み
に

今

B
的
な
目
か
ら
見
て
、
『
詩
人
主
客
圓
』
に
お
け
る
理
解
し
難
い
部
分
を
具
髄
的
に
畢
げ
て
み
よ
う
。

　
第
一
に
は
、
今
日
の
文
學
史
の
常
識
か
ら
見
る
と
、
重
要
な
詩
人
よ
り
も
無
名
な
詩
人
が
上
層
に
位
置
し
て
い
る
例
が
散
見
す
る
。
例
え

ば

「
廣
大
教

化
」
で
は
、
白
居
易
と
井
穂
さ
れ
る
元
積
（
入
室
）
よ
り
も
、
楊
乗
（
上
入
室
）
が
上
層
に
位
置
し
て
い
る
。
「
高
古
奥
逸
」

で

は
、
中
晩
唐
の
代
表
詩
人
と
目
さ
れ
る
章
慮
物
（
上
入
室
）
、
李
賀
（
入
室
）
、
杜
牧
（
入
室
）
よ
り
も
、
孟
雲
卿
（
主
）
が
上
層
に
位
置

し
て
い
る
。
「
清
奇
雅
正
」
で
は
、
張
籍
（
入
室
）
、
買
島
（
入
室
）
よ
り
も
、
蘇
郁
（
上
入
室
）
が
上
層
に
位
置
し
て
い
る
。

　
第
二
に
は
、
流
派
の
分
け
方
が
不
可
解
で
あ
る
。
例
え
ば
、
隠
逸
や
脱
俗
的
氣
分
を
意
味
す
る
「
高
古
奥
逸
」
の
グ
ル
ー
プ
に
、
墓
場
や

幽
霊
を
題
材
と
し
た
詩
を
多
く
作
っ
た
李
賀
や
、
詠
史
詩
や
艶
詩
で
知
ら
れ
る
杜
牧
が
分
類
さ
れ
て
い
る
。

　
第
三
に

は
、
纏
承
關
係
を
考
慮
せ
ず
に
詩
人
を
序
列
化
し
て
い
る
。
例
え
ば
、
「
廣
大
教
化
」
で
は
白
居
易
が
「
主
」
に
、
顧
況
が
そ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

勾

下
層

の

「
入
室
」
に
位
置
し
て
い
る
。
し
か
し
事
實
關
係
を
見
る
と
、
上
京
し
て
き
た
青
年
時
代
の
白
居
易
を
見
出
し
た
の
が
顧
況
で
あ
在
。
σ

系

圖
は
纏
承
關
係
に
基
づ
い
て
編
ま
れ
る
も
の
、
と
い
う
今
日
的
な
常
識
か
ら
見
る
と
、
顧
況
が
白
居
易
の
下
層
に
位
置
し
て
い
る
こ
と
は

理
解
し
難
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＊

　
『
詩
人
主
客
圓
』
は
後
世
の
人
々
か
ら
見
る
と
、
理
解
に
苦
し
む
系
圓
で
あ
る
。
む
ろ
ん
張
爲
に
確
固
と
し
た
考
え
が
あ
っ
て
、
『
詩
人
主

客

圖
』
を
制
作
し
た
の
で
あ
ろ
う
が
、
そ
れ
を
追
跡
す
る
こ
と
は
容
易
な
こ
と
で
は
な
い
。
と
い
う
の
も
張
爲
に
關
す
る
資
料
が
わ
ず
か
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
ら
ザ

か

残
っ
て
お
ら
ず
、
そ
も
そ
も
『
詩
人
主
客
圓
』
が
完
全
な
形
で
は
残
っ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
現
存
す
る
『
詩
人
主
客
圓
』
の
最
も
古
い

テ

キ
ス
ト
は
南
宋
の
初
頭
に
刊
行
さ
れ
た
『
唐
詩
紀
事
』
に
牧
録
さ
れ
た
も
の
だ
が
、
全
八
十
四
人
中
、
十
二
人
の
摘
句
が
訣
落
し
て
い
る
。

加
え
て
序
に
お
い
て
も
「
入
室
」
「
升
堂
」
「
入
門
」
が
無
い
グ
ル
ー
プ
が
あ
り
、
こ
こ
に
も
訣
落
の
痕
跡
が
認
め
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、



現
存
す

る
『
詩
人
主
客
圖
』
を
も
と
に
張
爲
の
詩
観
を
完
全
に
理
解
す
る
の
は
、
不
可
能
だ
と
言
う
べ
き
だ
ろ
う
。

　
1
方
で
『
詩
人
主
客
圖
』
の
牧
録
詩
人
や
編
者
の
張
爲
の
吐
會
階
層
を
追
跡
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
制
作
背
景
に
つ
い
て
は
概
ね
把
握
す

る
こ
と
が
で
き
る
と
思
わ
れ
る
。
次
節
で
は
、
ま
ず
牧
録
詩
人
に
つ
い
て
調
査
を
し
て
み
よ
う
。

皿
、
牧
録
詩
人
の
調
査

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ニ
ニ

　
本
節
で
は

『
詩
人
主

客
圓
』
に
牧
録
さ
れ
た
八
十
四
人
の
詩
人
の
、
科
畢
及
第
年
と
官
歴
と
を
ま
と
め
て
み
た
い
。
次
頁
以
降
に
ま
と
め

た

表
の

見
方
に

つ
い
て
説
明
し
よ
う
。

　
F
及
第
年
」
に
は
『
登
科
考
記
』
を
も
と
に
、
禮
部
の
進
士
科
及
第
年
を
記
す
。
な
お
明
経
科
及
第
の
場
合
は
「
＊
」
を
つ
け
る
。
『
登
科

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
G

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
b

考

記
』
に
名
が
記
さ
れ
て
い
な
い
場
合
は
、
科
畢
落
第
も
し
く
は
不
受
験
と
見
な
し
て
　
F
x
」
を
つ
け
る
。
吏
部
と
制
科
に
つ
い
て
の
情
報

は

記
さ
な
い
。

　
r
官
歴
」
に
は
『
奮
唐
書
』
『
新
唐
書
』
『
唐
詩
紀
事
』
『
唐
才
子
傳
』
を
も
と
に
、
致
仕
を
記
す
。
致
仕
が
分
か
ら
な
い
場
合
は
、
そ
の
詩

人
が

就
い
た
最
も
品
階
の
高
い
官
名
を
畢
げ
る
。
仕
官
の
跡
が
認
め
ら
れ
な
い
場
合
は
不
明
と
記
す
。

　
摘
句
が
訣
落
し
て
い
る
詩
人
に
は
波
線
を
つ
け
る
。
摘
句
に
つ
い
て
は
、
特
に
散
侠
、
誤
鳥
な
ど
が
多
く
、
相
當
に
混
齪
し
て
い
る
の
で
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
ロ
ザ

本
論

で
は

ひ
と
ま
ず
検
討
し
な
い
。

　
『
詩
人
圭
客
圖
』
に
牧
め
ら
れ
て
い
る
計
八
十
四
名
の
詩
人
を
調
査
し
て
み
る
と
、
科
畢
落
第
者
・
不
受
験
者
や
官
歴
不
明
者
が
非
常
に

多
い
こ
と
が
分
か
る
。
そ
し
て
そ
の
中
に
詩
僧
や
妓
女
と
い
っ
た
、
晩
唐
に
な
っ
て
新
た
に
詩
作
に
加
わ
っ
た
階
層
も
認
め
ら
れ
る
。
次
頁

以
降
の
表
で
は
、
官
歴
不
明
者
の
番
號
を
白
抜
き
文
字
で
表
し
た
。



　
①
廣
大
教
化
（
品
第
の
高
い
官
吏
グ
ル
ー
プ
）

　

ま
ず
「
廣
大
教
化
」
の
グ
ル
ー
プ
を
見
て
み
よ
う
。
「
廣
大
教
化
」
の
「
主
」
に
位
置
す
る
白
居
易
に
つ
い
て
’
晩
唐
の
臭
融
は
「
白
樂

天
の
誠
諌
五

十
篇
も
、
亦
た
一
時
の
奇
逸
極
言
な
り
。
昔
張
爲
は
詩
圖
五
層
を
作
り
、
白
氏
を
以
て
廣
徳
大
教
化
の
圭
と
爲
す
は
、
錯
な

ら
ず
（
白
樂
天
認
諌
五
十
篇
、
亦
一
時
之
奇
逸
極
言
。
昔
張
爲
作
詩
圓
五
層
、
以
白
氏
爲
廣
徳
大
教
化
主
、
不
錯
　
）
」
三
輝
月
集
序
」
）
と

述
べ
、
「
認
諌
」
と
い
う
恕
に
注
目
し
て
捉
え
て
い
る
。
こ
れ
に
封
し
て
明
の
王
世
貞
は
「
張
爲
は
白
樂
天
を
廣
大
教
化
の
主
と
稻
す
。
用

語
は

流
便
に
し
て
、
事
を
し
て
卒
妥
な
ら
し
む
る
は
、
固
よ
り
其
の
長
ず
る
所
な
り
（
張
爲
穂
白
樂
天
廣
大
教
化
主
。
用
語
流
便
、
使
事
卒

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　

妥
、
固
其
所
長
）
」
（
『
藝
苑
庖
言
』
巻
四
）
と
述
べ
、
「
卒
易
な
表
現
」
と
い
う
黙
に
着
目
し
て
捉
え
て
い
る
。
雨
者
の
記
述
に
基
づ
く
と
「
廣

大
教
化
」
と
は
廣
大
な
讃
者
を
獲
得
し
た
調
刺
教
化
に
役
立
つ
詩
派
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
か
。

　
な
お
各
流
派
の
名
稿
は
、
美
學
範
晴
語
と
し
て
重
要
で
あ
る
が
、
本
論
に
お
い
て
は
簡
畢
に
そ
の
意
味
を
捉
え
る
の
み
に
し
て
、
深
く
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
的

立

ち
入
ら
な
い
。
先
に
述
べ
た
よ
う
に
、
牧
録
詩
人
の
科
拳
及
第
や
官
歴
の
あ
り
方
か
ら
『
詩
人
主
客
圓
』
の
特
徴
を
明
か
に
し
た
い
。
そ
　
ー

れ
で
は

「
廣
大
教
化
」
に
牧
録
さ
れ
て
い
る
詩
人
た
ち
の
顔
ぶ
れ
を
見
て
み
よ
う
。

詩
人

及
第
年

官
歴

（品
階
）

詩
人

及
第
年

官
歴

（品
階
）

1

主

白
居
易

貞
元
弼

刑
部
街
書
（
正
3
）

2

上
入
室

楊
乗

大
中
元

殿
中
侍
御
史
（
從
7
上
）

圃

入
室

張
砧

×

不
明

4

羊
士

誇

貞
元
元

戸
部
郎
中
（
從
5
上
）

5

元
積

貞
元
9
＊

同
中
書
門
下
卒
章
司
（
正
3
）

囹

升
堂

盧
全

×

不
明

7

顧
況

至
徳
2

著
作
佐
郎
（
從
6
⊥
）

8

況
亜
之

元
和
1
0

殿
中
侍
御
史
（
從
7
上
）



］7 圃　圃　11 ■

及
門

陳
標

徐
凝

周

元
範

般
尭
藩

費
冠
卿

長

慶
2

X ×

元

和
9

元

和
2

侍
御
史
（
從
6
下
）

不
明

不
明 侍

御
史
覆
6
王

不
明

咽 16 囮 囮　画

童
翰
卿

朱

可
名

祀
元
鷹

施
肩
吾

皇
甫
松

×

會
昌
中

×

元
和
15

×

不
明

長
安
令
（
正
5
上
）

不
明

不
明

不
明

　
全
十
八

名
の
中
に
、
五
品
以
上
（
郎
と
呼
ば
れ
る
品
階
）
ま
で
進
ん
だ
詩
人
は
四
人
お
り
、
高
官
の
含
有
率
が
比
較
的
高
い
グ
ル
ー
プ
と

言

え
る
。
そ
の
中
に
は
貞
元
、
元
和
、
長
慶
年
聞
に
活
躍
し
た
詩
人
た
ち
が
多
い
。
特
に
「
主
」
に
位
置
す
る
白
居
易
は
中
唐
を
代
表
す
る

大
詩

人
で
あ
り
、
正
三
品
の
刑
部
省
書
を
以
て
致
仕
し
た
高
級
官
僚
で
も
あ
る
。
二
十
九
歳
と
い
う
若
年
で
進
士
科
に
及
第
し
た
白
居
易
の

文
章

は
、
「
禮
、
吏
部
の
畢
選
の
人
．
多
く
僕
の
私
か
に
試
み
る
賦
判
を
以
て
、
傳
へ
て
準
的
と
爲
す
（
禮
、
吏
部
畢
選
人
、
多
以
僕
私
試

賦
到
、
傳
爲
準
的
）
」
二
與
元
九
書
」
）
と
い
う
よ
う
に
科
塁
試
験
官
の
聞
で
模
範
解
答
と
し
て
扱
わ
れ
た
と
い
う
。

　
一
方
で
、
「
廣
大
教
化
」
に
は
科
孝
合
格
直
後
に
隠
居
し
た
詩
人
（
費
冠
卿
、
施
肩
吾
）
や
、
科
畢
に
及
第
で
き
な
か
っ
た
詩
人
も
七
人
（
張

砧
、
盧
全
、
皇
甫
松
、
周
元
範
、
碗
元
鷹
、
徐
凝
、
童
翰
卿
）
い
る
。
ど
の
グ
ル
ー
プ
に
も
科
畢
落
第
者
や
官
歴
不
明
者
を
相
富
藪
牧
録
し

て
い

る
の
が
『
詩
人
主
客
圓
』
の
大
き
な
特
徴
で
あ
る
。

（77）

②
高
古
奥
逸
（
品
第
の
低
い
官
吏
グ
ル
ー
プ
）

績
い
て
「
高
古
奥
逸
」
の
グ
ル
ー
プ
を
見
て
み
よ
う
。

三
同
古
奥
逸
」
と
は
、
「
康
樂
の
奥
博
を
以
て
、
多
く
山
水
に
溺
れ
、
淵
明
の
高
古



を
以
て
、
偏
へ
に
田
園
に
放
に
す
（
以
康
樂
之
奥
博
、
多
溺
於
山
水
。
以
淵
明
之
高
古
、
偏
放
於
田
園
）
」
（
「
與
元
九
書
」
）
と
い
う
表
現
を

基
に

し
て
考
え
る
と
、
謝
露
運
の
山
水
詩
や
陶
淵
明
の
田
園
詩
よ
う
な
、
脱
俗
的
な
詩
を
指
す
と
思
わ
れ
る
。
「
高
古
」
に
つ
い
て
『
詩
學

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
リ
　

大
欝
典
』
は
「
氣
高
く
、
古
ぶ
り
で
俗
氣
の
な
い
風
格
（
指
高
遠
古
雅
不
渉
俗
韻
的
風
格
）
」
と
説
明
し
て
い
る
。
そ
れ
で
は
r
｛
”
同
古
奥
逸
」

に

牧
録
さ
れ
て
い
る
詩
人
た
ち
の
顔
ぶ
れ
を
見
て
み
よ
う
。

詩
人

及
第
年

官
歴
（
品
階
）

詩
人

及
第
年

官
歴
（
品
階
）

19

主

孟
雲
卿

永
泰
初

校
書
郎
（
正
9
上
）

20

上
入
室

章
雁
物

×

蘇
州
刺
史
（
從
3
）

入
室

李
賀

×

奉
禮
郎
（
從
9
上
）

22

杜
牧

大

和
2

中
書
舎
人
（
正
5
上
）

2
1
2
3

李
鈴

長
慶
3

　
　
　
　
　
　
　
〔
1
2
）
湖
南
観
察
使
從
事

國

劉
猛

×

不
明

25

李
渉

×

通
事
舎
人

（從
6
上
）

囮

胡
幽
正

×

不
明

27

升
堂

　
（
1
1
）
李
観

貞
元
8

太
子
校
書
郎
（
正
9
上
）

囲

買
馳

大

和
9

不
明

劃

李
宣
古

會

昌
3

不
明

30

曹
鄭

大
中
進
士

太
常
博
士

（從
7
⊥
）

31

劉
駕

大

中
3

國
子
博
士
（
正
5
上
）

32

孟
遅

會
昌
5

漸
西
観
察
使
掌
書
記

33

及
門

陳
潤

大
暦

5
＊

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
3
）
鄭
城
令
（
正
6
上
以
下
）

34

章
楚
老

長
慶
4

拾
遺

（從

8
上
）

（78）

　
全
十
六
名
中
に
、
五
品
以
上
の
詩
人
が
三
人
で
あ
る
の
に
封
し
て
、
⊥
ハ
品
以
下
は
九
人
お
り
、
品
階
の
低
い
官
吏
の
含
有
率
が
高
い
グ
ル
ー

プ

と
言
え
る
。
全
禮
と
し
て
「
廣
大
教
化
」
よ
り
も
少
し
時
代
が
下
り
、
長
慶
、
大
和
、
會
昌
年
聞
に
活
躍
し
た
詩
人
が
目
立
つ
。



　
F
I
土
」
に
位
置
す
る
孟
雲
卿
は
、
苦
學
の
す
え
四
十
歳
前
後
で
進
士
科
に
及
第
後
、
校
書
郎
に
就
い
た
が
、
官
途
は
順
調
に
い
か
ず
、
南
海
・

荊

州
・
廣
陵
を
流
浪
し
た
詩
人
で
あ
る
。
杜
甫
や
元
結
と
も
交
流
が
あ
り
、
特
に
五
言
古
詩
に
評
憤
が
高
く
「
富
今
古
調
、
其
の
右
に
出
づ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ほ
ン

る
も
の
無
し
、
一
時
の
英
な
り
（
富
今
古
調
、
無
出
其
右
、
一
時
之
英
也
）
」
（
『
中
興
聞
氣
集
』
）
と
稻
え
ら
れ
て
い
る
。

　
③
清
奇
雅
正

（多
様
な
階
層
の
詩
人
を

擁
す
る
グ

ル
ー
プ
）

　
績
い
て
r
清
奇
雅
正
」
の
グ
ル
ー
プ
を
見
て
み
よ
う
。
こ
の
グ
ル
ー
プ
に
は
最
も
多
く
の
詩
人
が
牧
録
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
中
に
は
多
様

な
階
層
の
詩
人
が
確
認
で
き
る
。
「
清
奇
」
に
つ
い
て
『
詩
學
大
欝
典
』
は
「
清
ら
か
で
澄
み
渡
り
、
卒
俗
と
は
異
な
る
藝
術
の
あ
り
方
（
清

明
澄
澹
、
不
同
卒
俗
的
藝
術
境
界
）
」
と
説
明
し
て
い
る
。
「
雅
正
」
と
は
高
尚
で
正
統
で
あ
る
檬
を
指
し
、
r
清
奇
」
と
と
も
に
「
卒
俗
」

と
相
封
す
る
術
語
で
あ
る
。
そ
れ
で
は
「
清
奇
雅
正
」
に
牧
録
さ
れ
て
い
る
詩
人
た
ち
の
顔
ぶ
れ
を
見
て
み
よ
う
。

（79）

詩
人

及
第
年

官
歴

（品
階
）

詩
人

及
第
年

官
歴

（品
階
）

35

主

李
盆

大
暦
4

禮
部
借
書
（
正
3
）

36

上
入
室

蘇
郁

×

蘇
州
刺
史
（
從
3
）

入
室

劉
敗

×

不
明

圏
囮

僧
清
塞

×

不
明

囮
圃
4
1
4
3

盧
休

×

不
明

干
鵠

×

不
明

楊
洵
美

實
歴
元

監
察
御
史
（
正
8
上
）

42

張
籍

貞
元
1
5

國
子
司
業
（
從
4
下
）

楊
巨
源

貞
元
5

國
子
司
業
（
從
4
下
）

44

楊
敬
之

元
和
2

國
子
祭
酒
（
從
3
）

圏

僧
無
可

×

不
明

46

銚
合

元
和

H

秘
書
監

（正
4
上
）



囮

升
堂

方
干

大
中
年
聞

不
明

48

馬
戴

會
昌
4

太
學
博
士

（
正
6
上
）

副

任
蕃

×

不
明

50

買
島

×

長
江
土
簿

（正

9
⊥
以
下
）

51

属
元

大
和
2

監
察
御
史
（
正
8
上
）

52

項
斯

會
昌
4

丹
徒
縣
尉

（從
9
上
以
下
）

圏

　
〔
1
5
）
蒔
壽

×

不
明

國

及
門

僧
良
又

×

不
明

圃

播
誠

×

不
明

圃

干
武
陵

×

不
明

固

讐
雄

×

不
明

圃

衛
准

大
歴
5

不
明

圃

檜
志
定

×

不
明

60

愉
島

開
成
5

烏
程
令
（
正
6
上
以
下
）

61

朱
慶
鈴

實
歴
2

校
書
郎
（
正
9
上
）

　
全

二
十
七
人
の
中
で
、
五
品
以
⊥
の
詩
人
が
六
人
い
る
一
方
で
、
官
歴
不
明
者
が
十
四
人
も
お
り
、
そ
の
中
に
は
詩
僧
（
四
人
）
と
妓
女

（
一
人
）
も
牧
め
ら
れ
て
い
る
。
な
お
「
升
堂
」
の
方
干
は
、
張
爲
と
親
交
が
あ
っ
た
詩
人
で
、
貫
休
の
詩
に
お
い
て
両
者
が
井
稻
さ
れ
て

い

る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
次
節
で
確
認
し
よ
う
。

　
「
主
」
に
位
置
す
る
李
盆
は
、
元
和
年
聞
に
文
名
を
馳
せ
た
詩
人
で
、
禮
部
碕
書
を
以
て
致
仕
し
た
高
級
官
僚
で
あ
る
。
特
に
「
曉
角
を

聴

く
」
詩
、
「
夜
に
受
降
城
に
上
り
笛
を
聞
く
」
詩
、
「
從
軍
北
征
」
詩
と
い
っ
た
邊
塞
詩
を
世
に
残
し
、
自
身
も
「
文
を
爲
る
に
軍
旅
の
思

多
し
（
爲
文
多
軍
旅
思
）
」
二
，
從
軍
詩
序
」
）
と
詠
っ
て
い
る
。
後
世
に
お
い
て
は
、
「
七
言
絶
は
開
元
以
下
、
便
ち
富
に
李
盆
を
以
て
第
一

と
爲
す
べ
し
（
七
言
絶
開
元
以
下
、
便
富
以
李
盆
爲
第
一
）
」
（
『
詩
藪
』
内
編
春
六
、
近
髄
下
、
絶
旬
）
と
い
う
よ
う
に
七
言
絶
句
が
高
く

　
　
　
　
ハ
ぴ
　

評
債
さ
れ
た
。

（80）



④
清
奇
僻
苦
（
科
學
落
第
者
グ
ル
ー
I
N
）
　
（
1
）

　
績
い
て
r
清
奇
僻
苦
」
の
グ
ル
ー
プ
を
見
て
み
よ
う
。
こ
の
グ
ル
ー
プ
は
、
牧
録
さ
れ
た
詩
人
の
藪
が
少
な
く
、
コ
土
」
の
孟
郊
以
外
は

み

な
科
皐
落
第
者
・
官
歴
不
明
者
で
あ
る
。
そ
の
孟
郊
も
高
齢
で
進
士
に
及
第
し
地
方
の
微
官
し
か
得
ら
れ
な
か
っ
た
下
層
士
大
夫
で
あ
る
。

「
僻
苦
」
に
つ
い
て
、
r
僻
」
と
は
通
常
で
は
な
い
さ
ま
、
か
た
よ
っ
た
さ
ま
を
指
し
、
「
苦
」
と
は
窮
屈
な
さ
ま
を
指
す
。
「
僻
苦
」
と
は
「
雅

正
」
と
眞
逆
の
意
味
の
術
語
で
あ
る
。
「
清
奇
僻
苦
」
に
牧
録
さ
れ
て
い
る
詩
人
た
ち
の
顔
ぶ
れ
を
見
て
み
よ
う
。

囮 圃 62

主

李 周 孟 詩
漠 朴 郊 人

貞 及

× ×
元
12

第
年

不 不 漂 官
明 明 陽 歴

尉
言

A 口口

從 階
9 口
上
以

下
口

画 圏

上
及 入
門 室

劉 陳 詩
得 陶 人
仁

及
× × 第

年

不 不 官
明 明 歴

合
口口

階

V

（81）

　
F
入
室
」
と
「
升
堂
」
が
い
な
い
が
、
も
と
も
と
な
か
っ
た
の
か
散
侠
し
て
し
ま
っ
た
の
か
は
分
か
ら
な
い
。
科
畢
及
第
者
は
「
主
」
の

孟
郊
の

た
っ
た
一
人
で
、
五
品
以
上
の
官
位
ま
で
進
ん
だ
詩
人
は
一
人
も
い
な
い
。
な
お
「
上
入
室
」
の
周
朴
も
、
張
爲
と
親
交
が
あ
っ
た

詩
人

で
、
張
爲
は
「
周
朴
と
名
を
齊
し
く
す
（
與
周
朴
齊
名
）
」
（
『
唐
詩
紀
事
』
春
六
十
五
）
と
評
さ
れ
た
。

　
「
主
」
の
孟
郊
は
韓
愈
と
交
流
が
あ
っ
た
苦
吟
派
詩
人
で
あ
り
、
買
島
と
と
も
に
「
郊
寒
島
痩
」
と
井
稠
さ
れ
た
。
四
十
五
歳
で
科
畢
に

及
第

し
た
も
の
の
、
漂
陽
尉
と
い
う
地
方
の
微
官
し
か
得
ら
れ
ず
、
こ
の
職
も
す
ぐ
に
棄
て
各
地
を
放
浪
し
た
と
い
う
。
「
圭
」
で
あ
る
孟

郊
で

す
ら
こ
の
有
り
様
で
あ
る
。
「
清
奇
僻
苦
」
は
政
治
的
不
遇
者
を
集
め
た
グ
ル
ー
プ
と
見
て
聞
違
い
な
か
ろ
う
。



　
⑤
博
容
宏
抜
（
科
學
落
第
者
グ
ル
ー
プ
）
（
2
）

　
績
い

て

「
博
容
宏
抜
」
の
グ
ル
ー
プ
を
見
て
み
よ
う
。
こ
の
グ
ル
ー
プ
も
一
，
．
清
奇
僻
苦
」
と
同
様
に
牧
録
詩
人
の
敷
が
少
な
く
、
官
歴
不

明
者
の
割
合
が
高
い
。
な
お
『
詩
人
主
客
圓
』
の
編
者
の
張
爲
は
、
自
身
を
こ
の
グ
ル
ー
プ
に
入
れ
て
い
る
。
「
博
容
宏
抜
」
と
は
、
度
量

が

群
を
抜
い
て
大
き
い
様
を
言
う
。
他
の
詩
派
の
名
稿
は
、
詩
の
あ
り
方
を
説
明
し
て
い
た
の
に
封
し
て
、
こ
こ
で
は
人
物
の
あ
り
様
を
表

し
て
い
る
。
「
博
容
宏
抜
」
に
牧
録
さ
れ
て
い
る
詩
人
た
ち
の
顔
ぶ
れ
を
見
て
み
よ
う
。

咽　囮

入
室 圭

飽
溶

詩
人

×

元

和
4

及
第
年

不
明

不
明

官
歴

富
堕

囮 68

⊥
入
室

ー
　
ー
張
爲 詩

人

年
代
不
詳

×

及
第
年

不
明

弘
文
館
校
書
郎
（
正
9
上
）

官
歴

富
堕

（82）

　
r
升
堂
」
と
「
入
門
」
が
い
な
い
。
五
品
以
上
の
官
位
ま
で
進
ん
だ
詩
人
は
一
人
も
お
ら
ず
、
「
主
」
の
飽
溶
で
す
ら
官
歴
が
不
明
で
あ
り
、

ま
と
も
な
官
に
就
い
た
跡
が
認
め
ら
れ
な
い
。
し
た
が
っ
て
「
博
容
宏
抜
」
も
「
清
奇
僻
苦
」
と
同
様
に
政
治
的
不
遇
者
を
集
め
た
グ
ル
ー

プ
と
言
え
よ
う
。

　
⑥
塊
奇
美
麗

（特
徴
が
認
め
ら
れ
な
い
グ
ル
ー
プ
）

　
最
後
に

「
魂
奇
美
麗
」
の
グ
ル
ー
プ
を
見
て
み
よ
う
。
こ
の
グ
ル
ー
プ
の
牧
録
詩
人
の
官
歴
は
様
々
で
、

れ
な
い
。
「
魂
奇
美
麗
」
と
は
、
奇
抜
で
華
麗
な
詩
の
あ
り
様
を
指
す
。

全

膿
と
し
て
の
特
徴
は
認
め
ら



詩
人

及

第
年

官
歴
（
品
階
）

詩
人

及
第
年

官
歴
（
品
階
）

71

主

武
元
衡

建

中
4

同
中
書
門
下
卒
章
司
（
正
3
）

72

上
入
室

劉
萬
錫

貞
元
9

禮
部
省
書

（正
3
）

7
3
7
5

入
室

趙
蝦

會

昌
4

滑
南
尉
（
從
9
上
以
下
）

囮

長
孫
佐
輔

×

不
明

曹
庚

×

使
府
從
事

囮

升
堂

盧
頻

×

不
明

77

陳
羽

×

太
子
文
學

（
正
6
下
）

78

許
渾

大
和
6

監
察
御
史
（
正
8
上
）

圃
8
1

張
粛
遠

元

和
8

不
明

咽

及
門

張
陵

×

不
明

章
孝
標

元
和
1
4

校
書
郎
（
正
9
⊥
）

82

雍
陶

大
和
8

國
士
博
士
（
正
5
上
）

圏

周
昨

唐
末
進
士

不
明

84

衰
不
約

長
慶
3

職
方
員
外
郎
（
從
6
上
）

（83）

　
全
十
四
人
中
に
、
五
品
以
上
の
詩
人
は
三
人
、
⊥
ハ
品
以
下
の
詩
人
は
六
人
、
官
歴
不
明
者
は
五
人
牧
録
さ
れ
て
い
る
。
「
主
」
の
武
元
衡
は
、

元
和
二
年
に
同
中
書
門
下
卒
章
司
（
宰
相
）
に
ま
で
登
っ
た
中
央
官
僚
で
あ
る
。
詩
作
も
「
元
衡
は
五
言
詩
に
工
み
に
し
て
、
好
事
の
者
は

之

を
傳
ふ
る
に
、
往
往
に
し
て
管
弦
を
被
る
（
元
衡
工
五
言
詩
、
好
事
者
傳
之
、
往
往
被
干
管
弦
）
」
（
『
奮
唐
書
』
武
元
衡
傳
）
と
い
う
よ

う
に
人
氣
が
高
か
っ
た
。

　
⑦
六
つ
の
流
派
の
ま
と
め

　
そ

れ

で

は
、
六
つ
の
流
派
に
お
け
る

を
ま
と
め
て
み
よ
う
。

「
科
畢
落
第
者
・
不
受
験
者
」
「
五
品
以
上
の
官
位
者
」
「
官
歴
不
明
者
」
一
，
詩
僧
・
妓
女
」
の
比
率



廣
大
教
化

高
古
奥
逸

清
奇
雅
正

清
奇
僻
苦

博
容
宏
抜

理
奇
美
麗

全
檀

落
第
／
不
受
験

7
人
（
3
9
％
）
5
人
（
3
1
％
）
14

人

（52
％
）

4
人
（
8
0
％
）
2
人
（
5
0
％
）
5
人
（
3
6
％
）
37

人

（44
％
）

五
品
以
上

4
人
（
2
2
％
）
3
人
（
1
9
％
）
6
人
（
2
2
％
）
0
人
（
0
％
）

0
人
（
0
％
）

3
人
（
2
1
％
）
15

人

（18
％
）

官
歴
不
明
者

9
人
（
5
0
％
）
4
人
（
2
5
％
）
14

人

（52
％
）

4
人
（
8
0
％
）
3
人
（
7
5
％
）
5
人
（
3
6
％
）
39

人

（46
％
）

詩
僧
／
妓
女

0
人
（
0
％
）

0
人
（
0
％
）

5
人
（
1
8
％
）
0
人
（
0
％
）

0
人
（
0
％
）

0
人
（
0
％
）

5
人
（
6
％
）

＊
少
藪
は
四
捨
五
入
し
た
。

　
右
の
表
を
ご
ら
ん
い
た
だ
き
た
い
。
第
一
に
、
ど
の
グ
ル
ー
プ
も
科
孝
落
第
者
・
不
受
験
者
や
官
歴
不
明
者
を
多
く
牧
録
し
て
お
り
、
全

髄

を
見
る
と
そ
れ
ぞ
れ
四
割
を
大
き
く
越
え
て
い
る
。
む
ろ
ん
官
歴
不
明
者
に
つ
い
て
は
、
現
存
す
る
資
料
か
ら
は
出
仕
の
跡
が
認
め
ら
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
G

な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
か
ら
、
實
際
に
は
何
ら
か
の
官
に
就
い
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
。
し
か
し
そ
う
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
記
録
に
残
　
佃

ら
な
い
程
度
の
微
官
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
、
政
治
的
影
響
力
が
無
か
っ
た
こ
と
に
は
愛
わ
り
は
な
か
ろ
う
。
詩
人
‖
政
治
家
で
あ
っ
た
中

國
古
典
詩
の
世
界
に
お
い
て
、
こ
の
結
果
は
と
り
わ
け
注
目
す
べ
き
で
あ
る
。

　
第
二
に
、
官
位
の
高
低
を
考
慮
せ
ず
に
序
列
し
て
い
る
。
例
え
ば
三
同
古
奥
逸
」
で
は
、
孟
雲
卿
（
正
九
品
上
・
校
書
郎
）
が
「
主
」
で

あ
る
の
に
封
し
て
、
章
雁
物
（
從
三
品
・
蘇
州
刺
史
）
が
「
上
入
室
」
に
位
置
し
て
い
る
。
ま
た
「
清
奇
雅
正
」
で
は
、
官
歴
不
明
者
で
あ

る
劉
敗
・
盧
休
・
干
鵠
や
詩
僧
の
清
塞
が
、
高
級
官
僚
で
あ
る
張
籍
（
從
四
品
下
・
國
子
司
業
）
や
、
楊
巨
源
、
楊
敬
之
（
從
l
l
l
n
E
　
・
國
子

祭
酒
）
と
同
列
の
「
入
室
」
に
拉
ん
で
い
る
。

　
第
三
に

詩
僧
、
妓
女
を
牧
録
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
杜
會
階
層
は
、
中
晩
唐
に
な
っ
て
新
た
に
詩
作
に
加
わ
っ
た
人
々
で
あ
り
、
「
清
奇

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
ロ
ロ

雅

正
」
に
ま
と
ま
っ
て
牧
録
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
に
は
晩
唐
に
お
け
る
詩
の
大
衆
化
の
流
れ
が
見
て
取
れ
よ
う
。
な
お
、
張
爲
も
詩
僧
と
深



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぽ
　

い

交
流
が
あ
っ
た
ら
し
く
、
F
句
圓
」
も
詩
僧
に
よ
っ
て
廣
ま
っ
た
も
の
と
お
ぼ
し
い
o
こ
の
黙
に
つ
い
て
は
、
次
節
で
詳
し
く
見
て
い
き

た
い
。

　
以
上
の

よ
う
に
、
詩
僧
や
妓
女
を
も
含
ん
だ
科
畢
落
第
者
や
不
受
験
者
、
官
歴
不
明
者
を
高
い
割
合
で
牧
録
し
、
彼
ら
の
詩
作
の
債
値
を

見
出
し
て
系
譜
化
し
た
の
が
『
詩
人
主
客
圓
』
の
際
立
っ
た
特
徴
と
言
え
る
。
そ
れ
で
は
張
爲
は
、
一
髄
ど
の
よ
う
な
詩
人
で
あ
り
、
ど
の

よ
う
な
背
景
の
も
と
で
こ
の
よ
う
な
『
詩
人
主
客
圖
』
を
編
ん
だ
の
だ
ろ
う
か
。
こ
れ
ら
を
次
節
で
確
認
し
よ
う
。

2
、
張
爲
に
つ
い
て

　
本
節
で
は
、
現
存
す
る
資
料
か
ら
張
爲
の
人
物
像
を
探
っ
て
み
た
い
。
正
史
に
傳
は
な
く
、
生
卒
年
や
官
歴
に
つ
い
て
詳
細
は
分
か
ら
な

い
e
杜
光
庭
「
毛
仙
翁
傳
」
の
「
大
中
戊
寅
の
歳
、
進
士
の
張
爲
は
長
沙
に
薄
遊
し
、
落
醜
す
る
こ
と
敷
載
、
詩
酒
を
以
て
自
得
し
、
随
計

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ら
ロ
ザ

（科
畢
の
こ
と
）
に
汲
汲
と
せ
ず
（
大
中
戊
寅
歳
、
進
士
張
爲
薄
遊
長
沙
、
落
醜
敷
載
、
以
詩
酒
自
得
、
不
汲
汲
於
随
計
）
」
と
い
う
記
述
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り
　

基
づ

く
と
、
張
爲
が
大
中
十
二
年
に
生
存
し
て
い
た
こ
と
、
進
士
に
は
及
第
し
た
が
、
出
仕
に
背
を
向
け
て
詩
や
酒
に
溺
れ
た
人
生
を
歩
ん

だ

こ
と
が
分
か
る
。
出
身
地
に
つ
い
て
は
「
江
南
の
詩
人
」
（
『
唐
詩
紀
事
』
巻
六
十
五
）
と
す
る
も
の
と
「
閲
中
の
人
」
　
（
『
唐
才
子
傳
』
巻

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
リ
　

十
、
張
鼎
の
條
）
と
す
る
も
の
と
が
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
榑
擬
珠
氏
は
、
『
登
科
記
考
』
巻
二
十
七
が
『
宜
春
志
』
を
引
き
張
爲
を
進
士

及
第
者
に
畢
げ
て
い
る
こ
と
を
根
握
に
「
閲
中
の
人
」
で
は
な
く
「
宜
春
の
人
」
で
あ
ろ
う
と
指
摘
す
る
。
著
作
に
つ
い
て
は
、
別
集
と
張

爲
の
手
に
よ
る
『
前
輩
題
詠
詩
』
と
い
う
纏
集
が
あ
っ
た
よ
う
だ
が
、
と
も
に
散
供
し
て
い
る
。
張
爲
の
詩
は
『
全
唐
詩
』
に
お
い
て
四
首

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ニ
じ

（う
ち
一
首
は
摘
句
）
し
か
現
存
し
て
い
な
い
。

　
晩

唐
の
高
僧
の
貫
休
に
、
張
爲
に
つ
い
て
詠
っ
た
詩
が
三
首
存
在
す
る
。
貫
休
は
高
級
官
僚
と
も
深
い
交
流
が
あ
り
、
張
爲
や
そ
の
詩
作

（85）



仲
間
で
あ
っ
た
周
朴
、
方
干
等
は
、

　
　
　
　
　
リ
ザ

見
て
み
よ
う
。

　
　
張
周
二
夫
子
、
詩
好
人
太
癖

　
　
更
不
過
嶺
來
、
如
今
頭
蓋
白

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
れ
ザ

貫
休
に

頼
っ
て
創
作
活
動
を
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

ま
ず
張
爲
と
周
朴
に
つ
い
て
詠
っ
た
詩
を
二
首

張
周

の

二
夫
子

は
、
詩
は
好
き
も
人
は
太
だ
癖
な
り

更
に

嶺
を
過
ぎ
て
來
た
ら
ず
、
如
今
、
頭
は
蓋
く
白
し

我
又
聞
二
公
、
心
與
人
不
同
　
　
　
我
又
た
聞
く
二
公
、
心
は
人
と
は
同
じ
か
ら
ず
、

一
生
常
在
寂
実
中
、
有
時
狂
吟
入
僧
宅
　
　
l
生
常
に
寂
実
の
中
に
在
り
、
時
有
れ
ば
狂
吟
し
て
僧
宅
に
入
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
懐
張
爲
周
朴
」
詩
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
さ

二
子
無
消
息
、
多
雁
各
自
耕
　
　
　
二
子
滑
息
無
く
、
多
に
雁
に
各
々
自
ら
耕
す
べ
き
な
る
の
み

巴
江
思
杜
甫
、
潭
水
憶
劉
槙
　
　
　
巴
江
に
は
杜
甫
を
思
ひ
、
潭
水
に
は
劉
槙
を
憶
ふ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
「
懐
周
朴
張
爲
」
詩
）

前
者
の
詩
か

ら
は
、
張
爲
と
周
朴
と
は
一
癖
あ
る
人
物
で
あ
り
、
ず
っ
と
嶺
南
地
方
（
五
嶺
の
南
方
）
に
こ
も
っ
て
静
謡
な
生
活
を
お
く
り
、

時
折
に
寺
院
で
詩
作
に
興
じ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
『
詩
人
主
客
圓
』
に
お
い
て
詩
僧
を
複
敷
牧
録
し
て
い
た
の
は
、
張
爲
が
僧
宅
を
創

作
場

と
し
、
詩
僧
と
深
く
交
流
し
て
い
た
こ
と
と
大
き
な
關
係
が
あ
ろ
う
。
後
者
の
詩
で
は
、
田
畑
を
自
ら
耕
し
て
生
活
し
て
い
る
周
朴
と

張
爲
の
姿
を
想
像
し
、
彼
ら
を
杜
甫
と
劉
槙
と
に
比
し
て
詠
っ
て
い
る
。

　
周
朴
に
つ
い
て
は
「
閲
中
に
寓
し
、
僧
寺
の
假
の
丈
室
に
干
い
て
以
て
居
る
。
酒
を
飲
ま
ず
し
て
輩
を
茄
で
、
塊
然
と
し
て
濁
り
虚
る
（
寓

干

閲
中
、
干
僧
寺
假
丈
室
以
居
。
不
飲
酒
茄
葦
、
塊
然
濁
虚
）
」
（
『
唐
詩
紀
事
』
巻
七
l
）
と
い
う
よ
う
に
寺
院
で
僧
侶
の
よ
う
な
暮
ら
し

を

し
て
い
た
こ
と
や
、
黄
巣
の
齪
の
際
に
、
出
仕
を
求
め
る
黄
巣
に
封
し
て
「
我
省
ほ
天
子
に
仕
へ
ず
、
安
ん
ぞ
能
く
賊
に
從
は
ん
（
我

（86）



筒
不
仕
天

子
、
安
能
從
賊
）
」
（
同
上
）
と
悪
態
を
つ
い
て
斬
り
殺
さ
れ
た
、
と
い
う
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
残
っ
て
い
る
。
績
い
て
張
爲
と
方
干
に

つ
い
て
詠
っ
た
「
懐
方
干
張
爲
」
詩
を
讃
ん
で
み
よ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
さ

　
　
螢
況
荒
嶋
霧
、
月
苦
緑
梧
蝉
　
　
　
螢
は
況
む
荒
鳩
の
霧
、
月
は
苦
ゆ
緑
梧
の
蝉

　
　
因
憶
垂
輪
者
、
槍
浪
何
虚
邊
　
　
　
因
り
て
憶
ふ
輪
を
垂
る
る
者
、
槍
浪
の
何
虚
れ
の
邊
な
る
か

こ

こ

で
は
張
爲

と
方
干
と
を
「
論
（
釣
り
締
）
を
垂
る
る
者
」
と
表
現
し
て
い
る
。
周
知
の
よ
う
に
中
國
古
典
に
お
い
て
は
、
漁
師
は
隠
者

の

象
徴
と
さ
れ
る
。
實
際
に
、
方
干
は
進
士
に
は
及
第
し
た
が
「
一
畢
志
を
得
ず
、
遂
に
會
稽
に
遮
れ
、
鑑
湖
に
漁
す
（
一
畢
不
得
志
、

遂
遮
干
會
稽
、
漁
干
鑑
f
i
）
」
　
（
『
唐
詩
紀
事
』
巻
六
三
所
引
、
孫
部
「
玄
英
先
生
傳
」
）
と
い
う
人
生
を
歩
ん
だ
よ
う
で
あ
る
。
宰
臣
の
張
文

蔚
と
、
中
書
舎
人
の
封
舜
卿
と
は
方
干
の
死
後
、
不
遇
を
悼
ん
で
「
名
儒
に
て
不
遇
な
る
者
十
有
五
人
を
奏
し
て
、
請
ひ
て
一
官
を
賜
ひ
、

以
て

冥
魂
を
慰
む
。
干
は
其
の
一
な
り
」
（
奏
名
儒
不
遇
者
十
有
五
人
、
請
賜
一
官
、
以
慰
冥
魂
。
干
其
一
也
）
」
（
『
唐
詩
紀
事
』
巻
六
三
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
幼

と
い
う
。
方
干
と
拉
稻
さ
れ
る
張
爲
も
恐
ら
く
ほ
ぼ
同
じ
よ
う
な
生
涯
を
迭
っ
た
で
あ
ろ
う
と
想
像
さ
れ
る
。
そ
れ
で
は
最
後
に
張
爲
の
「
秋
　
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
　

酔
歌
」
詩
の
後
牛
部
を
参
考
に
、
張
爲
の
人
物
像
を
探
っ
て
み
よ
う
。
登
山
の
途
次
に
大
量
の
酒
を
飲
み
、
夢
の
中
で
仙
界
に
遊
ぶ
様
子
が

次
の

よ
う
に
描
か
れ
て
い
る
。

一
夢
到
天
曉
、

咬
然
夢
中
路
、

初
卒
把
我
腎
、

三
留
封
上
帝
、

上
帝
賜
我
酒
、

實
閣
香
敏
再
、

始
畳
一
酔
中

直
到
遍
洲
東

相
與
騎
白
龍

玉
棲
十
二
重

迭
我
敲
金
鐘

瑛
樹
寒
玲
瀧

一
た

び
夢
み
て
天
曉
に
到
り
、
始
め
て
一
醇
の
中
に
畳
む

校
然

と
し
て
中
路
に
夢
み
、
直
ち
に
遍
洲
の
東
に
到
る

初
卒
は
我
が
腎
を
把
り
て
、
相
ひ
與
に
白
龍
に
騎
り

三
た

び
留
め

て
上
帝
に

封
す
、
玉
棲
十
二
重

上
帝
は
我
に

酒
を
賜
ひ
、
我
を
途
り
て
金
鐘
を
敲
く

實

閣
は
香
し
く
再
を
敏
め
、
瑛
樹
は
寒
く
し
て
玲
瀧
た
り



　
　
動
葉
如
笙
篁
、
音
律
相
恰
融
　
　
　
　
葉
を
動
か
す
こ
と
笙
篁
の
如
く
、
音
律
は
相
ひ
恰
融
す

　
　
珍
重

此
↓
酵
、
百
骸
出
天
地
　
　
　
　
此
の
一
醇
を
珍
重
し
、
百
骸
天
地
よ
り
出
づ

　
　
長

如
此
夢
魂
、
永
謝
名
與
利
　
　
　
　
長
へ
に
此
の
夢
魂
の
如
し
．
永
へ
に
名
と
利
と
に
謝
せ
ん

夢
で
仙
界
に

來
た

詩
人

は
、
仙
人
の
初
卒
と
白
龍
に
乗
り
、
上
帝
に
謁
見
し
て
酒
を
賜
っ
た
と
い
う
。
そ
し
て
末
句
で
は
「
此
の
一
酵
を
珍

重
す
」
と
詠
い
、
「
永
へ
に
名
と
利
と
に
謝
せ
ん
」
と
政
治
世
界
に
背
を
向
け
る
態
度
を
表
明
し
て
い
る
。
詩
中
に
描
か
れ
て
い
る
詩
人
の

姿
を
そ
の
ま
ま
實
像
と
見
な
す
こ
と
は
安
直
か
も
知
れ
な
い
が
、
現
存
す
る
張
爲
に
關
す
る
資
料
を
総
合
す
る
と
、
張
爲
は
晩
唐
の
混
齪
期

に
、
政
治
杜
會
に
眞
摯
に
向
き
合
お
う
と
は
せ
ず
、
閲
地
方
の
寺
院
に
お
い
て
ひ
た
す
ら
詩
作
に
興
じ
た
人
物
と
見
て
間
違
い
な
い
だ
ろ
う
。

　
し
て
み
る
と
張
爲
が
『
詩
人
主
客
圖
』
に
お
い
て
科
畢
落
第
者
や
官
歴
不
明
者
を
高
い
割
合
で
牧
録
し
て
い
た
理
由
も
、
自
身
と
同
じ
境

遇
の
下

層
士
大
夫
た
ち
を
系
圖
化
す
る
た
め
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
張
爲
が
『
詩
人
主
客
圖
』
を
編
ん
だ
背
景
に
は
、
晩

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
副

唐
の
混
齪
期
に
、
政
治
的
活
躍
を
あ
き
ら
め
て
し
ま
っ
た
自
身
を
含
む
下
層
士
大
夫
た
ち
を
、
華
や
か
な
前
代
の
詩
人
た
ち
の
系
譜
に
連
ね
　
佃

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
足
跡
を
残
そ
う
と
す
る
意
圓
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

V
、
ま
と
め

　
以

上
に

見
て

き
た
よ
う
に
『
詩
人
主
客
圖
』
は
、
政
治
的
活
躍
が
で
き
な
か
っ
た
下
層
士
大
夫
を
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
し
た
系
圖
で
あ
る
。

こ
う
し
た
華
や
か
さ
が
全
く
無
い
系
圓
で
あ
る
『
詩
人
主
客
圖
』
は
、
北
宋
以
前
に
讃
ま
れ
た
形
跡
は
ほ
と
ん
ど
認
め
ら
な
い
。
わ
ず
か
に

張
爲
の
後
ろ
盾
だ
っ
た
と
お
ぼ
し
い
詩
僧
の
貫
休
の
別
集
で
あ
る
「
輝
月
集
」
の
序
に
お
い
て
、
「
昔
張
爲
は
詩
圓
五
層
を
作
り
’
白
氏
を

以

て
廣
徳
大
教
化
の

主

と
爲
す
は
、
錯
な
ら
ず
（
昔
張
爲
作
詩
圖
五
層
、
以
白
氏
爲
廣
徳
大
教
化
主
、
不
錯
　
）
」
と
い
う
呉
融
に
よ
る
言



及
が
見
ら
れ
る
の
み
で
あ
る
。

　
し
か
し
南
宋
に
な
る
と
、
に
わ
か
に
『
詩
人
主
客
圖
』
が
注
目
を
浴
び
る
よ
う
に
な
る
。
『
詩
人
主
客
圖
』
が
南
宋
に
登
掘
さ
れ
、
注
目

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ザ

さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
理
由
は
、
詩
派
の
誕
生
と
大
い
に
關
係
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
す
な
わ
ち
近
世
に
な
っ
て
市
井
の
詩
人
が
増
え
、
江

西
詩
派

を
は
じ
め
と
す
る
様
々
な
詩
派
が
形
成
さ
れ
る
中
で
、
『
詩
人
主
客
圖
』
は
［
近
世
の
詩
派
の
説
、
殆
ど
此
よ
り
出
づ
（
近
世
詩
派

之
説
、
殆
出
於
此
）
」
　
（
『
直
齋
書
録
解
題
』
巻
二
十
二
）
と
い
う
よ
う
に
、
詩
派
の
さ
き
が
け
と
み
な
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
『
詩
人
主
客
圖
』
は
、

後
世
の
人
々

に

と
っ
て
全
く
理
解
に
苦
し
む
系
圖
で
あ
っ
た
た
め
、
嚴
し
い
批
判
を
受
け
て
き
た
。
し
か
し
、
最
古
の
詩
派
の
系
圖
で
あ
る
、

と
い
う
一
黙
の
債
値
の
み
に
よ
っ
て
、
他
の
句
圖
は
ほ
と
ん
ど
散
侠
し
た
中
で
散
侠
せ
ず
に
讃
ま
れ
績
け
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　
翻
っ
て
『
詩
人
主
客
圓
』
を
見
る
と
、
唐
代
に
お
い
て
斬
新
な
詩
人
の
系
圖
で
あ
っ
た
と
言
え
る
。
第
一
に
孔
子
と
弟
子
と
の
關
係
に
見

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ガ
　

立

て

て
、
「
主
」
と
「
客
」
と
い
う
よ
う
に
詩
人
を
系
譜
化
し
て
い
る
鮎
、
第
二
に
、
そ
の
系
圖
に
自
身
を
含
め
て
い
る
黙
で
あ
る
。
こ
れ
　
G

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

⑱

ら
は
晩
唐
以
前
の
文
論
に
は
全
く
認
め
ら
れ
な
い
も
の
で
あ
る
。
張
爲
は
一
禮
ど
の
よ
う
に
し
て
こ
の
よ
う
な
系
圓
を
思
い
つ
い
た
の
だ
ろ

う
か
。
詩
僧
と
深
い
交
流
が
あ
っ
た
張
爲
は
、
佛
教
の
宗
派
圓
な
ど
に
燭
登
を
受
け
た
可
能
性
も
あ
ろ
う
。
こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
本
論
で
検

討
で
き
な
か
っ
た
摘
句
の
部
分
と
あ
わ
せ
て
、
．
稿
を
改
め
て
論
じ
た
い
。

↑注

南
宋
・
計
有
功
撰
、
王
仲
鋪
校
箋
『
唐
詩
紀
事
校
箋
』
（
巴
蜀
書
吐
、
一
九
八
九
年
）
〔
一
七
五
二
頁
〕
を
参
照
。
『
詩
人
主
客
圓
』
は
『
函
海
』
『
談

藝
珠
叢
』
『
歴
代
詩
話
績
編
』
等
の
叢
書
に
も
牧
録
さ
れ
て
い
る
。

『
詩
人
主
客

圓
』
に
つ
い
て
詳
し
く
解
説
し
た
も
の
に
、
王
運
煕
・
楊
明
著
『
中
國
文
學
批
評
通
史
惰
唐
五
代
巻
』
、
第
三
章
「
詩
句
圓
、
『
本
事
詩
』

和
詩
格
」
、
第
一
節
「
張
爲
『
詩
人
主
客
圖
』
」
（
上
海
古
籍
出
版
硅
、
一
九
九
六
年
）
〔
七
三
四
頁
〕
、
傅
斑
珠
等
主
編
『
中
國
詩
學
大
鮮
典
』
（
漸
江

教
育

出
版
吐
、
一
九
九
九
年
）
〔
一
五
五
頁
〕
が
あ
り
、
本
論
に
お
い
て
資
料
を
牧
集
す
る
際
に
参
考
に
し
た
。
な
お
『
詩
人
主
客
圖
』
の
流
傳
の
あ



（2
）

（3
）

（4
）

（
5
）

（6
）

（7
）

（8
）

（9
）

（9
）

り
方
を
論
じ
た
も
の
に
、
拙
論
「
『
詩
人
圭
客
圖
』
の
流
傳
に
關
す
る
一
考
察
」
（
『
汲
古
』
第
七
七
號
、
1
1
0
1
1
0
年
）
が
あ
る
。

涯
榮
實
撰
『
法
言
義
疏
』
　
（
中
華
書
局
、
二
〇
1
1
1
1
u
r
）
　
［
四
九
頁
〕
を
参
照
。

書
誌
情
報
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
宋
・
陳
振
孫
撰
『
直
齋
書
録
解
題
』
（
『
中
國
歴
代
書
目
叢
列
』
本
’
現
代
出
版
吐
、
一
九
八
七
年
版
）
。
明
・
胡

震
亨
撰

『
唐
音
癸
籔
』
（
『
四
庫
全
書
珍
本
三
集
』
本
、
墓
湾
商
務
印
書
館
、
一
九
七
1
年
版
）
。
明
・
胡
雁
麟
撰
『
詩
藪
』
（
上
海
古
籍
出
版
肚
、

一
九
七
九
年
）
。
清
・
李
調
元
輯
『
函
海
』
第
三
函
（
宏
業
書
局
、
一
九
六
八
年
版
）
。

清
・
李
懐
民
輯
評
、
張
耕
黙
校
『
重
訂
中
晩
唐
詩
主
客
圓
』
（
中
華
書
局
、
二
〇
↓
八
年
）
を
参
照
。

上

京
し
推
薦
を
求
め
に
來
た
白
居
易
に
封
し
て
顧
況
は
「
長
安
の
百
物
貴
し
。
居
る
こ
と
大
だ
易
か
ら
ず
」
と
皮
肉
っ
た
。
し
か
し
顧
況
が
「
野
火

焼

け
ど
も
蓋
き
ず
、
春
風
吹
き
て
又
た
生
ず
」
の
句
を
讃
む
と
、
「
句
の
此
v
の
如
き
有
れ
ば
’
天
下
に
居
る
も
、
甚
だ
難
き
こ
と
有
ら
ん
や
。
老
夫

の
前
言

は
、
之
に
戯
れ
し
の
み
」
と
賞
賛
し
た
、
と
い
う
。
五
代
・
王
定
保
『
唐
撫
言
』
（
上
海
古
籍
出
版
吐
、
一
九
七
八
年
）
〔
七
六
頁
〕
を
参
照
。

前
掲

（
1
）
注
書
『
中
國
詩
學
大
鮮
典
』
（
漸
江
教
育
出
版
吐
、
1
九
九
九
年
）
を
参
照
。

調
査
に

用

い
た

各
書
の
書
誌
情
報
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
後
晋
・
劉
胸
撰
『
奮
唐
書
』
（
中
華
書
局
、
一
九
七
五
年
版
）
。
宋
・
欧
陽
修
、
宋
祀
撰
『
新

唐
書
』
（
中
華
書
局
、
一
九
七
五
年
版
）
。
南
宋
・
計
有
功
撰
、
王
仲
鋪
校
箋
『
唐
詩
紀
事
校
箋
』
（
巴
蜀
書
吐
、
一
九
八
九
年
）
。
元
・
辛
文
房
撰
、
博

瑳
綜
圭
編

『
唐
才
子
傳
校
箋
』
（
中
華
・
書
局
、
一
九
九
〇
年
）
。
清
・
徐
松
撰
『
登
科
記
考
』
（
中
文
出
版
吐
、
一
九
八
二
年
）
。
さ
ら
に
以
上
の
書
に

加

え
て
、
周
祀
誤
主
編
『
中
國
文
學
家
大
鮮
典
』
唐
五
代
巻
（
中
華
書
局
、
一
九
九
二
年
）
も
参
考
に
し
た
。
な
お
各
職
官
の
品
階
に
つ
い
て
は
、
『
奮

唐
書
』
職
官
志
、
『
新
唐
書
』
百
官
志
、
小
川
環
樹
編
『
唐
代
の
詩
人
そ
の
傳
記
』
（
大
修
館
書
店
、
一
九
七
五
年
）
に
所
敗
の
唐
代
百
官
表
に
よ
っ
た
。

も
ち
ろ
ん
『
詩
人
主
客
圓
』
の
各
流
派
の
あ
り
方
を
明
ら
か
に
す
る
に
は
、
摘
句
の
分
析
は
訣
か
せ
な
い
。
し
か
し
各
摘
句
の
内
容
は
共
通
黙
が
全

く
見
い
だ
せ
な
ほ
ど
に
雑
然
と
し
て
い
る
。
例
え
ば
「
廣
大
教
化
」
の
「
圭
」
と
し
て
牧
録
さ
れ
て
い
る
白
居
易
の
摘
句
は
、
「
讃
史
」
詩
（
諭
諭
詩
）
、

r
與
蒔
濤
」
詩
（
妓
女
に
贈
っ
た
艶
詩
）
、
題
名
不
明
の
句
（
隠
逸
へ
の
憧
れ
を
詠
っ
た
も
の
）
、
と
い
う
よ
う
に
内
容
が
ば
ら
ば
ら
で
あ
る
。
こ
う
し

た

統
1
性
の
無
さ
が
、
後
世
の
人
々
の
批
判
の
的
に
な
っ
た
の
だ
ろ
う
。
ま
た
詩
句
も
、
現
行
本
と
か
な
り
異
な
る
部
分
が
あ
り
、
明
ら
か
な
誤
爲

と
見
ら
れ
る
部
分
も
あ
る
。
本
論
は
、
牧
録
詩
人
の
科
畢
及
第
と
官
歴
、
張
爲
の
生
涯
か
ら
、
『
詩
人
⊥
土
客
圓
』
の
制
作
背
景
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
い
る
。
摘
句
と
流
派
名
と
が
い
か
に
關
連
し
て
い
る
か
の
検
討
に
つ
い
て
は
、
改
め
て
別
稿
を
用
意
し
た
い
。

書
誌
情
報
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
唐
・
貫
休
『
縄
月
集
』
（
『
四
部
叢
書
刊
初
編
』
、
上
海
書
店
、
一
九
八
九
年
版
）
。
明
・
王
世
貞
『
藝
苑
厄
言
』
（
『
歴

代
詩
話
績
編
』
本
、
中
華
書
局
、
一
九
八
三
年
）
。

前
掲

（
1
）
注
書
『
中
國
詩
學
大
欝
典
』
（
漸
江
教
育
出
版
吐
、
一
九
九
九
年
）
を
参
照
。
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李
観
は

同
姓
同
名
の
人
物
が
も
う
一
人
い
る
。
も
う
一
人
の
李
観
は
、
李
華
の
親
族
の
子
供
で
、
科
畢
に
は
及
第
し
て
お
ら
ず
、
観
察
御
史
（
正
8
⊥
）

に

就
い
た

経
歴
が
あ
る
。
な
お
、
論
者
は
未
見
で
あ
る
が
、
河
内
昭
圓
「
1
　
I
人
の
李
観
」
（
「
文
藝
論
叢
」
五
五
、
二
〇
〇
〇
年
）
と
い
う
論
文
が
あ
る
。

r從
事
」
「
掌
書
記
」
は
、
外
官
の
観
察
使
や
節
度
使
の
属
官
で
あ
る
が
、
（
7
）
注
書
の
職
官
志
、
百
官
志
、
唐
代
百
官
表
に
は
品
階
の
記
載
が
な
い
。

縣
令
、
縣
主
簿
、
縣
尉
な
ど
は
、
赴
任
地
の
ラ
ン
ク
（
京
・
幾
・
⊥
・
中
・
中
下
・
下
）
に
よ
っ
て
品
階
が
異
な
る
。
各
赴
任
地
の
ラ
ン
ク
が
判
別

が
で

き
な
い
場
合
は
、
想
定
で
き
る
最
も
高
い
品
階
を
畢
げ
る
。

唐
・
高
仲
武
『
中
興
聞
氣
集
』
（
『
四
部
叢
書
列
初
編
』
、
上
海
書
店
、
一
九
八
九
年
版
）
を
参
照
。

蒔
壽
に
つ
い
て
、
『
函
海
』
本
の
『
詩
人
主
客
圖
』
に
は
「
按
唐
無
醇
壽
、
疑
是
辞
濤
之
設
」
と
の
割
注
が
あ
る
。
な
お
「
廣
大
教
化
」
の
「
主
」
の

白
居
易
に
は
「
蒔
濤
に
與
ふ
」
詩
の
摘
句
が
牧
録
さ
れ
て
い
る
。
恐
ら
く
『
函
海
』
本
が
指
摘
す
る
通
り
、
蒔
壽
は
蒔
濤
を
指
す
と
思
わ
れ
る
。
蒔

濤

は
、
白
居
易
・
元
積
・
劉
萬
錫
ら
と
交
流
の
あ
っ
た
妓
女
で
あ
り
、
文
名
高
く
、
女
校
書
郎
と
呼
ば
れ
た
。

南
宋
・
計
有
功
撰
、
王
仲
錆
校
箋
『
唐
詩
紀
事
校
箋
』
（
巴
蜀
書
吐
、
一
九
八
九
年
）
　
［
八
一
一
頁
〕
、
明
・
胡
慮
麟
撰
『
詩
藪
』
（
上
海
古
籍
出
版
吐
、

一
九
七
九
年
）
〔
一
ニ
l
頁
〕
を
参
照
。

佐
藤
保
氏

は
、
「
中
晩
唐
詩
の
特
色
の
一
つ
に
’
　
l
m
a
の
僧
侶
詩
人
と
、
辞
濤
・
魚
玄
機
ら
女
流
詩
人
の
出
現
が
あ
る
」
と
指
摘
し
、
こ
う
し
た
現
象

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

D

を
「
詩
の
作
者
層
の
摘
が
り
と
、
詩
的
世
界
の
多
様
化
を
示
す
も
の
」
と
捉
え
て
い
る
（
前
野
直
彬
編
『
中
國
文
學
史
』
東
京
大
學
出
版
吐
、
　
9

一
九
九
八
年
）
〔
一
〇
九
頁
〕
。
な
お
、
科
畢
落
第
を
繰
り
返
し
た
買
島
が
、
一
時
期
僧
と
な
り
、
無
本
と
名
乗
っ
て
い
た
と
い
う
逸
話
か
ら
推
し
量

る
と
、
寺
院
が
科
畢
落
第
者
の
一
つ
の
受
け
皿
で
あ
っ
た
可
能
性
が
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。

張
伯
偉
氏
は
、
晩
唐
に
お
い
て
詩
僧
が
制
作
し
た
「
句
圓
」
と
し
て
、
僧
定
雅
『
寡
和
圓
』
三
巻
、
僧
惟
鳳
『
風
雅
拾
翠
圓
』
一
春
、
『
九
僧
選
句
圖
』

一
巻
、
僧
恵
崇
『
恵
崇
句
圖
』
一
巻
を
畢
げ
て
い
る
。
張
伯
偉
撰
『
全
唐
五
代
詩
格
彙
考
』
詩
格
論
（
江
蘇
古
籍
出
版
吐
、
二
〇
〇
二
年
）
〔
四
八
頁
〕

を
参
照
。

前
掲
（
1
）
注
書
『
唐
詩
紀
事
校
箋
』
（
巴
蜀
書
吐
、
一
九
八
九
年
）
〔
二
〇
六
九
頁
〕
を
参
照
。

『
登
科
記
考
』
巻
二
十
七
〔
一
七
六
八
頁
〕
に
は
、
進
士
及
第
者
と
し
て
張
爲
を
畢
げ
て
い
る
が
、
及
第
年
は
記
さ
れ
て
い
な
い
。

前
掲

（
7
）
注
書
『
唐
才
子
傳
校
箋
』
（
中
華
書
局
、
一
九
九
〇
年
）
三
＝
九
頁
〕
を
参
照
。

張
爲
の
著
書
が
五
代
か
ら
元
代
に
至
る
目
録
類
に
い
か
に
記
さ
れ
て
い
る
の
か
は
’
前
掲
（
1
）
注
書
の
拙
論
三
二
頁
〕
を
参
照
。

會
昌
の
塵
佛
以
降
、
貫
休
や
齊
己
と
い
っ
た
詩
僧
た
ち
は
貴
人
や
高
級
官
僚
と
積
極
的
に
交
流
を
し
、
彼
ら
の
援
助
を
頼
っ
て
教
團
の
維
持
に
努
め

た

と
い
う
。
王
秀
林
著
『
晩
唐
五
代
詩
僧
群
饅
研
究
』
（
中
華
書
局
、
二
〇
〇
八
年
）
〔
二
一
四
頁
〕
を
参
照
。
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唐
・
貫
休
『
輝
月
集
』
（
『
四
部
叢
書
刊
初
編
』
、
上
海
書
店
、
一
九
八
九
年
版
）
を
参
照
。

前
掲

（
1
）
注
書
『
唐
詩
紀
事
校
箋
』
（
巴
蜀
書
杜
、
一
九
八
九
年
）
〔
二
一
八
三
頁
〕
を
参
照
。

『
詩
人
主
客

圓
』
が
北
宋
以
前
に
讃
ま
れ
た
形
跡
が
ほ
と
ん
ど
無
く
、
南
宋
以
後
に
注
目
を
浴
び
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
、
そ
し
て
そ
の
背
景
に
は
江

西
詩
派
の
影
響
が

あ
っ
た
こ
と
の
詳
細
に
つ
い
て
は
｝
6
0
掲
（
1
）
注
書
の
拙
論
を
参
照
。

前
掲
（
1
）
注
書
の
『
汲
古
』
の
編
集
後
記
に
て
金
文
京
氏
は
、
『
詩
人
主
客
圓
』
に
つ
い
て
「
『
升
堂
入
室
』
は
本
來
、
孔
子
が
弟
子
に
つ
い
て
言
っ

た

も
の
だ
が
、
そ
れ
を
『
客
』
に
見
立
て
て
い
る
と
こ
ろ
が
妙
で
あ
る
」
〔
六
二
頁
〕
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
金
氏
が
指
摘
さ
れ
る
よ
う
に
、
師
と
弟

子
と
い
う
關
係
を
、
敢
え
て
圭
人
と
客
人
と
の
關
係
に
捉
え
直
し
た
上
で
詩
人
を
系
譜
化
し
て
い
る
鮎
は
’
重
要
な
特
徴
で
あ
る
。

（92）


